
施策の指標

学識経験者
からの意見

　高齢者住宅（シルバーピア）に生活援助員（ＬＳＡ）を配置したことは、重要である。
　サービス付き高齢者住宅に、要介護高齢者が入居する割合が高くなっているため、地域包括支援センター
との連携が必要である。

（施策の指標の実績、構成する行政計画事業の進捗・成果・課題等を踏まえて評価）
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④ ⑨

居住環境の改善を必要と
している高齢者の割合

４４.１％
（２５年度）

　高齢者住宅改修給付件数は、平成２８年度に減少しているものの、生活援助員（ＬＳＡ）を配置する高齢者
住宅（シルバーピア）は２８年度に２棟導入され、計４棟となっている。また、サービス付き高齢者住宅は２８
年度に新たに１棟３８戸が開設、計２棟１３６戸となり、居住環境の向上と居住の安定確保が図られている。
　施策の指標である「居住環境の改善を必要としている高齢者の割合」は、４４.１％から４２.０％と減少して
おり、１０年後のめざす姿の実現に向けて着実に進んでいる。

　Ａ　順調である

　Ｃ　課題がある

　Ｂ　一部課題がある

４２.０％
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平成２９年度　施策評価シート

［施策№］
施策名 高齢福祉課
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Ⅲ　暮らしやすいまち

Ⅲ-１．健康づくりと、自立生活を支える基盤づくり

（４）高齢者の地域での包括的な支援の仕組みづくり

１０年後の
めざす姿

長期総合
計画体系

[ 将 来 像 ]

[基本目 標]

[ 小 柱 ]

主な取り組み

＊施策を構成する行政計画事業の進捗は、裏面「行政計画事業」を参照。

① 高齢者住宅改修給付

居住環境の向上 主
管［

⑩

②

③

⑤

高齢者の居住の安定確保

55 ］

⑥

⑦

⑧

● 居住環境の向上や居住の安定確保が図られ、高齢者が住み慣れた地域で、暮らし続けることができています。
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高齢者の居住の安定確保に向
けた取り組みの検討

―

サービス付き高齢者向け住宅
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